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＜通所利用外来患者様情報＞

· 古舘　ヨリ様～血圧142/84mmHg。体重65.6kg。1月16日採血の結果、血糖値267　グリコ8.4

　　　　　　　　　尿糖3(+)の報告を受ける。(11月は血糖値237　グリコ8.1)

　　　　　　　　　身体症状について「足が少し痛い」と話している。

　　　　　　　　　経過を見て、血糖降下剤の調整を検討して行くことを説明。

　　　　　　　　　食事・運動療法を続けることを指導。

· 赤坂　順市様～「足の指の間の皮が剥けている」と話す。右第4趾～5趾間に白癬があり。

　　　　　　　　　ケルガ－クリ－ムを処方している。又、清潔にするよう指導がある。

　　　　　　　　　食生活でも、カロリ－の少ない物を食べるよう指導がある。

· 松永　勘五郎様～今日は、弁当ですか?ケ-キ作りは順調ですか?野菜や牛乳を摂っていますか?な　

　　　　どの質問に全て「ハイ」と返答されている。

· 田中　一様～1月18日受診時、ケルガ－クリ－ムの処方を忘れたとの事で本日受診し、ケルガ－

クリ－ム3本処方されている。

　　

＜外来患者様情報＞

・村田　タカ様～87歳。不安障害。息子様のみ受診。1月9日受診時、入院治療についてキャンセルとしていたが、2週間経過を見ていて、入眠困難・ふらつき・奇声を発する事が見られてきており、身辺の事も介助が必要な状態であり、自宅での介護が困難な為、入院治療を再度希望される。服薬調整し、ベッドコントロ－ルつき次第連絡する事として、入院予約としている。
・ハラチャック・アレン様～38歳。適応障害。1月6日受診時、症状が改善してきているとの事で、入院治療は考慮しない事にしていたが、本日妻同伴で受診。妻より、「悪くなっている感じがする。飲酒もしているし、日中寝て、夜間起きている状態。イライラ感もあり怒りやすく、自分も子供もビクビクしながら生活しているので、すぐにでも入院をさせて欲しい」と希望される。本人様は、「入院して、何が良くなるのか?」と明確な入院治療についての意思表示は示さない為、今回は服薬調整して経過を見る事としている。

入院治療については、予約待ちの方もいらっしゃる為、ベッドコントロ－ルつき次第の連絡となる事も説明している。

・久慈　まつ様～新患。82歳。アルツハイマ－型認知症。長男夫婦同伴。むらかみ脳神経クリニックからの情報提供書持参。津軽地方で娘様と二人暮しをしていたが、平成18年頃より認知症と診断され、地元の診療所に通院し服薬開始するが、認知症の症状が進行してきた為、娘様が面倒を見れないという事で、平成21年3月に八戸市内にいる息子様夫婦と同居を始め、同年3月にむらかみ脳神経クリニックへの通院を開始している。夏頃から、午前中は穏やかだが、午後になると「物を盗られた」と言ったり、暴言・粗暴行為など、不穏状態が見られるようになった為、専門病院での診察をケアマネにも勧められた為、受診となる。今後は当院での通院を希望される為、同院からの血管拡張剤・高脂血症用剤・睡眠薬・抗認知症薬も処方し、抗精神病薬を新規処方している。過鎮静が生じる場合もある為、その時は、早目に受診する事を説明している。
















